
交通事故状況 警 視 庁
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し
の
掲
示
板

区　分 発生件数 死　　 者 傷　　 者

県　下 1,290（-56） 15（-４） 1,529（-30）

大崎町 15（+６） ２（+１） 18（+８）

（  　）内は対前年比
平成27年２月末現在

　県内では、２月末現在、交通事故で15名の方が亡
くなっており、事故の特徴は、歩行中の死者が８名
で、うち３名は夜間歩行中に事故に遭われており、い
ずれも夜光反射材は非着用で、車両のライトは下向き
でした。夜間外出するときは、明るい服装に心がけ夜
間反射材を着用し事故防止に努めましょう。また、車
の運転者は、ライトをこまめに切り替え、前方の安全
をよく確認しながら安全運転に努めましょう。

車両のライトは原則上向きに!!
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お
済
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？
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食
生
活
の
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善
で
脳
卒
中
を

予
防
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ま
し
ょ
う

お知らせ

シ
ニ
ア
リ
ズ
ム
体
操
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パ
ソ

コ
ン
基
礎
講
習
者
募
集

お知らせ

自
動
車
税
は
６
月
１
日
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

お知らせ

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付

近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で

取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

■
ク
レ
ー
ン
作
業
な
ど
を
行
う
前
に
！

●
ク
レ
ー
ン
作
業
な
ど
を
行
う
前
に

は
、
付
近
の
状
況
を
よ
く
確
認
し
て
電

線
に
接
触
す
る
恐
れ
が
な
い
か
注
意
す

る
。

●
電
線
の
近
く
で
作
業
を
行
う
場
合

は
、
事
前
に
最
寄
り
の
九
州
電
力
営
業

所
に
連
絡
し
て
建
設
用
防
護
管
を
取
り

付
け
る
な
ど
、
安
全
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
後
に
作
業
を
行
う
。

●
電
線
近
く
の
作
業
で
は
、
専
任
の
監

視
者
を
設
け
、単
独
作
業
を
行
わ
な
い
。

●
車
両
の
移
動
を
行
う
場
合
は
、
必
ず

ブ
ー
ム
の
収
納
、
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
に

つ
い
て
は
荷
台
の
下
げ
を
確
認
し
て
移

動
す
る
。

※ 

詳
し
く
は
、
九
州
電
力
（
株
）
鹿
屋

営
業
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

九
州
電
力
（
株
）
鹿
屋
営
業
所
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【
講
習
内
容
】　

　

椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
足
腰
な
ど
を
鍛
え
る
方
法

【
講
師
】　

井
上　

由
香
里
氏

【
講
習
会
場
】　

　

大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
募
集
受
付
期
限
】　

　

４
月
24
日
（
金
）
ま
で

■
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会

【
受
講
資
格
】　

基
本
的
に
は
50
歳
以
上

【
日
時
】　

　

６
月
15
日
（
月
）
〜
24
日
（
水
）
の

う
ち
８
日
間
（
土
日
を
除
く
）

　

10
時
〜
16
時

【
募
集
人
員
】　

15
名
（
※
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
と
い
た
し
ま
す
。）

【
受
講
料
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代
】　

　

１
０
０
０
円

【
講
習
内
容
】　

○
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文
字
入
力
・

　

文
書
入
力
・
表
作
成
な
ど
）

○
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ジ

　

カ
メ
活
用
法
な
ど

※ 

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
扱
う
方
や
初
心

者
向
け
の
講
習
で
す
。

【
講
師
】　

Ｐ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト　

Ｋ
Ｊ
Ｓ

【
募
集
受
付
期
限
】　

　

６
月
１
日
（
月
）
ま
で

【
講
習
会
場
】　

　

大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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９
９
‐
４
７
６
‐
０
２
０
２
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ア
マ

チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
社
会

教
育
関
係
団
体
を
対
象
と
し
た
保
険
で

す
。

　

保
険
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年

の
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　

加
入
依
頼
書
な
ど
の
関
係
書
類
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
中
央
公
民
館
１
階
の

社
会
教
育
課
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
な
ど
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

大
崎
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
0
9
9
‐
４
７
６
‐
０
５
４
８

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

自
動
車
の
所
有
者
（
使
用
者
）
に
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
今
年
の
納
期

限
は
６
月
１
日
（
月
）
で
す
。

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
隅
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
４
‐
５
２
‐
２
０
９
３

鹿
児
島
県
は
『
脳
卒
中
』
で
亡
く
な

る
方
が
多
く
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率

は
全
国
平
均
の
１
．
４
倍
で
す
。

脳
卒
中
予
防
の
基
本
は
、
減
塩
な
ど

食
生
活
の
改
善
と
適
度
な
運
動
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
鹿
児
島
県
栄
養

士
会
の
協
力
の
も
と
、
食
塩
少
な
め
・

野
菜
た
っ
ぷ
り
・
脂
質
控
え
め
で
、
家

庭
で
簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
載

し
た
『
か
ん
た
ん
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
レ
シ

ピ
集
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

レ
シ
ピ
集
の
ほ
か
、
食
塩
を
無
理
な

く
減
ら
す
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
総
菜
や

外
食
選
び
の
コ
ツ
、
調
味
料
に
含
ま
れ

る
食
塩
量
な
ど
、
食
生
活
の
改
善
に
関

す
る
情
報
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で『
減
塩
レ
シ
ピ
』

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
庁
健
康
増
進
課

　

☎
0
9
9
‐
２
８
６
‐
２
７
１
７

■
シ
ニ
ア
リ
ズ
ム
体
操

【
受
講
資
格
】　

基
本
的
に
は
50
歳
以
上

【
日
時
】　

　

４
月
27
日
（
月
）　

13
時
30
分
〜

【
募
集
人
員
】　

20
名

【
受
講
料
】　

無
料

問問

問

問

問
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